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申告期間は平成23年3月15日（火）まで
町県民税の申告は正しくお早めに！！

1.申告の必要な方
平成23年1月1日現在で紀北町に住所があり、平成22年中に所得があった方。
住民税の申告書が送られてきた方は、平成22年中の所得がない場合でも申告書に記名、押印
の上、ご提出ください。
勤務先から給与支払報告書（個人別明細書）を役場へ提出されている方でも他に所得（農業・
林業・配当・譲渡・不動産・年金等の所得）があった方。

①
②

③

※税務署へ所得税の確定申告をされる方は、町県民税の申告書を提出する必要はありません。

2.申告に必要なもの
印　鑑
平成22年中に支払った生命保険料、個人年金、小規模企業共済等掛金、地震保険料の証明書
健康保険料、介護保険料の領収書または納付済額確認書、社会保険料（国民年金保険料）控除証明書
医療費控除を受けられる方は、『医療費控除内訳書』　　
事業所得のある方は、　　　　『収支内訳書』
給与・年金等の源泉徴収票
所得税の還付を受けられる方は、本人名義の金融機関・口座番号のわかるもの

①
②
③
④

⑤
⑥

※申告書には扶養家族の氏名、生年月日も必ず記入してください。

を事前に作成してください。

3.申告の受付
　町県民税の申告についての受け付けを４～５ページの日程表のとおり行います。各地区にて申告
会場を設けますので、対象地区の申告会場にお越しいただきますようお願いします。各地区の受付
日に行けない方は役場にて受け付けいたします。役場での申告受付は、海山区は３月３日（木）、紀伊
長島区は３月７日 ( 月 ) から行います。なお、申告期間中は混雑が予想されますので、皆様のご理解
とご協力をお願いいたします。当日都合の悪い方は、必ず３月 15 日 ( 火 ) の期限までに、申告書を
本庁税務課または紀伊長島総合支所住民室へ提出してください。

　損害保険契約等に係る地震等損害部分の保険料を支払うと「地震保険料控除」として所得税や住民
税を計算するときに一定額を所得から差し引くことができます。また、平成１８年の税制改正で廃止
となりました損害保険料控除についても、一定の長期損害保険契約等に係る損害保険料については、
経過措置（旧長期損害保険料）として控除の対象とすることができます。また、一つの損害保険契約
等に基づき地震保険料及び旧長期損害保険料の両方を支払っている場合には選択により、地震保険料
または旧長期損害保険料のいずれか一方の控除を受けられます。

地震保険料控除もお忘れなく！！地震保険料控除もお忘れなく！！地震保険料控除もお忘れなく！！

この控除を受けるには、「障害者控除対象者認定書」が必要です。この認定書は、本庁福祉保
健課または紀伊長島総合支所福祉環境室で発行しますので、印鑑をご持参の上、申請してくだ
さい。なお、要支援の方は対象外です。

　本人または扶養親族の方が要介護の認定を受けている場合には、障害者控除として下記の額も所
得から控除できます。

要介護認定で障害者控除を受けることができます！要介護認定で障害者控除を受けることができます！要介護認定で障害者控除を受けることができます！

所得税控除額

27万円

40万円

町県民税控除額

26万円

30万円

紀北広域連合の要介護度

要介護度が１または２

要介護度が３～５

※
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平成22年分所得税等の確定申告について平成22年分所得税等の確定申告について

医療費領収書

① 所得税　　　　　　　・・・平成 23 年 3 月 15 日（火）
② 消費税及び地方消費税・・・平成 23 年 3 月 31 日（木）

時　間

１ 確定申告をされる方は、次の尾鷲税務署の出張申告指導または税理士による無料税
務相談をご利用ください。

場　所 月　日

東長島公民館
2月25日（金）

2月24日（木）   9：30
～

16：00

《尾鷲税務署出張申告指導》
時　間場　所 月　日

東長島公民館
2月25日（金）

2月24日（木） 9 : 30 ～ 12 : 00

13 : 00 ～ 16 : 00

《税理士による無料税務相談》

3 インターネットで行う確定申告「ｅ－Ｔａｘ」もご利用ください。

2 平成 22 年分の確定申告と納税の期限
※尾鷲税務署の申告相談等は、５ページの会場でも行っておりますのでご利用ください。

町県民税で住宅借入金等特別税額控除が受けられます！！
　所得税で控除しきれなかった住宅借入金等特別控除が、住宅借入金等特別控除の所得税に関する
手続き（年末調整または確定申告）を行うことにより、平成23年度分の町県民税から減額できます。
また、課税山林所得・課税退職所得がある場合、「住宅借入金等特別税額控除申請書」を提出した
方が有利となる場合がありますので、税務課にお問い合わせください。

・平成11年から平成18年までの間に入居した方で、「住宅借入金等特別控除」
　の適用があり、所得税から控除しきれない方
・平成21年から平成25年までの間に入居した方で、「住宅借入金等特別控除」
　の適用があり、所得税から控除しきれない方
　平成23年３月15日（火）

対象となる方

申 請 期 限

◎

◎

町県民税で住宅借入金等特別税額控除が受けられます！！町県民税で住宅借入金等特別税額控除が受けられます！！

※最高5,000円の税額控除は平成19年分・平成20年分・平成21年分のいずれかで控除を受けた場合は受けられません。
※電子証明書の有効期限は3年ですので、平成20年に取得した方は、有効期限が過ぎている場合がありますの  
　でご注意ください。有効期限が切れた場合には、住民課窓口において、再度申請が必要です。

　個人向けの電子証明書は、地方公共団体による 「公
的個人認証サービス」 にて発行されており、住民票の
ある市区町村の窓口で住民基本台帳カード（住基カー
ド）を入手し、申請書等を提出して発行を受けてくだ
さい。（発行手数料として、住民基本台帳カードは
500円、電子証明書は500円が必要です。）
　紀北町では住基カードの発行までに、2週間程かか
ります。発行について詳しくは、住民課までお問い合
わせください。
　問い合わせ：本庁住民課住民係　℡32-3907
公的個人認証サービスについて、詳しくはコチラヘ
http://www.jpki.go.jp/

e-Taxを利用するためには、原則「電子
証明書」が必要になります。

住民基本台帳カード及び電子
証明書の取得はお早めに！

ご自宅のパソコンから申告などの手続ができます。

「e-Tax」を利用して所得税の申告をすると

詳しくは、e-Tax ホームページをご覧ください。

http://www.e-tax.nta.go.jp

①国税庁 HP から電子申告

②最高 5,000 円の税額控除

③添付書類を提出省略

④還付金がスピーディー

平成19年分・平成20年分・平成21年分
電子証明書の有効期限は3年ですので、平成20年に取得した方は、有効期限が過ぎている場合がありますの  

詳しくは、e-Tax ホームページをご覧ください。

http://www.e-tax.nta.go.jp

で 検索

のいずれかで控除を受けた場合は受けられません。
ので、平成20年に取得した方は、有効期限が過ぎている場合がありますの  

　問い合わせ：本庁住民課住民係　℡32-3907
公的個人認証サービスについて、詳しくはコチラヘ

検索
イータックス

公的個人

 
 

五千円

還付金

厳泉徴収票

♪
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月日（曜日） 

茂原・前山・島地・中
桐・三戸・向井・大原
・十須・此ヶ野・下河
内・大野内・江竜 

出垣内・山居・松本・
平岩町・新町・上本町
・往還町・西町・久野
・加田・地蔵町 

仲町・挽木町・土井ノ
内・合ノ町・南本町・
本町・本下町・築地・
港町・入江町・横下町
・横町・六太夫町・藪
ノ町・浦町 

地　区　名

東長島公民館 
（税務署による出張申告指導）
（税理士による無料税務相談）

《紀伊長島区》申告受付及び相談の日程表 
会　　　場 

古里 自然休養村管理センター

海野コミュニティーセンター

２月17日（木）

２月18日（金）

２月23日（水）

２月22日（火）

２月24日（木）

２月25日（金）

３月１日（火）

３月２日（水）

３月３日（木）

３月４日（金）

道瀬 

三浦 

道瀬会館 

三浦公民館 

海野 

中ノ島会館 

志子奥・志子・下地 農村婦人の家 

赤羽出張所 

紀伊長島総合支所 住民室 

紀伊長島総合支所 住民室 

紀伊長島総合支所 住民室 

名倉・呼崎・中州・井
ノ島・倉ノ下・戸ノ須
・片上・山本・田山 

中ノ島・栄町（平成台含む）

（土・日曜日を除く）  

３月７日（月）

３月15日（火）

時　　間 

上記の地区で申告が
できなかった方 

★申告受付についてのお願い★ 
　町県民税と所得税の申告受付は、各地区ごとに申告会場を設けますので、対象地区の申告会場にお
越しいただきますようお願いします。各地区で申告受付をしている間、役場での受け付けは対応する
職員が少数のため、申告を受けられない場合や、長時間順番待ちをしていただく場合があります。各
地区の受付日に行けない方の役場での申告受付は、海山区は３月３日（木）、紀伊長島区は３月７日
（月）から行いますのでご利用ください。
　また、所得税の申告受付は５ページの「尾鷲税務署の申告相談の日程」のとおり、尾鷲市民文化会
館（せぎやまホール）でも受け付けておりますので、所得税の申告をされる方はご利用いただけます。
　申告期間中は、大変混雑が予想されますので、申告書の住所・氏名・生年月日の記入を事前にして
いただき、申告に際して、皆様のご理解とご協力をお願いします。

～

9：30～15：00 

9：30～15：00 

9：30～15：00 

9：30～16：00 

9：30～15：00 

9：30～15：00 

8：30～17：15 

8：30～17：15

8：30～17：15

9：00～13：00 

14：00～16：30 
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鯨・馬瀬 

河内・細野

船津・中新田

中里・小松原・新田 

《海山区》申告受付及び相談の日程表 

○尾鷲税務署の申告相談の日程

津呂町・仲町・本町・宮
町・北町・赤石・長浜 

船越・玉戸・西河内・
大里・愛宕・谷地・中
ノ郷・向江・世古

上里 

便ノ山・卯山・鷲下・木津 

矢口浦 

小山浦 

本地・渡利・汐見・前柱・小浦

相賀 

・町県民税に関する問い合わせ 

・確定申告、ｅ‐Ｔａｘに関する問い合わせ  
℡22-2222（音声案内） 

【問い合わせ】  

本 庁 税 務 課 課 税 係
紀伊長島総合支所住民室税務係

尾 鷲 税 務 署 個 人 課 税 部 門 
※所得税、消費税、贈与税の申告に関する相談は「０」を選択してください。

℡32-3908（直通）
℡47-1111（代表） 

２月16日（水）

３月15日（火）
（土・日曜日を除く）  

尾鷲税務署管内
（紀北町・尾鷲市・南牟婁郡）9 : 00 ～ 17 : 00 尾鷲市民文化会館

（せぎやまホール）

～

月日（曜日） 地　区　名 会　　　場 

白浦 白浦集会所

２月18日（金）

２月17日（木）

２月22日（火）

２月23日（水）

２月24日（木）

２月25日（金）

３月１日（火）

３月２日（水）

船津集会所

河内集会所

馬瀬多目的集会施設

上里福祉会館

便ノ山多目的集会施設

島勝浦集会所

引本公民館

新田多目的集会施設

矢口浦集会所

小山浦集会所

本庁　税務課

本庁　税務課

本庁　税務課

（土・日曜日を除く）  

３月３日（木）

３月15日（火）

時　　間 

上記の地区で申告が
できなかった方 

～

9：00～16：00 

9：30～15：00 

9：00～10：30 

11：00～14：30 

15：00～16：30 

9：00～10：30 

11：00～14：30 

15：30～17：00 

9：00～12：00 

13：30～16：00 

9：30～16：00 

9：30～16：00 

8：30～17：15

9：00～15：30 
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就
学
援
助
制
度(
要
保
護
・

準
要
保
護
児
童
・
生
徒
の
援

助
制
度)

に
つ
い
て

　

経
済
的
理
由
に
よ
り
、
就
学
が

困
難
と
認
め
ら
れ
る
小
・
中
学
校

の
児
童
及
び
生
徒
の
保
護
者
に
対

し
、
学
用
品
費
や
学
校
給
食
費
等

を
援
助
し
ま
す
。

援
助
の
対
象
と
な
る
方

①
生
活
保
護
法
に
基
づ
く
保
護
を

受
け
て
い
る
方

②
生
活
保
護
法
に
基
づ
く
保
護
を

停
止
ま
た
は
廃
止
さ
れ
た
方

③
世
帯
全
員
の
町
民
税
が
非
課
税

の
方

④
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け

て
い
る
方
（
児
童
手
当
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
）

⑤
経
済
的
な
理
由
等
に
よ
り
、
児

童
生
徒
を
就
学
さ
せ
る
こ
と
が
困

難
な
方 （
所
得
制
限
あ
り
）

申
請
方
法

　
「
就
学
援
助
費
申
請
書
」
を
在
学

し
て
い
る
学
校
ま
た
は
教
育
委
員

会
で
受
け
取
り
、
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
在
学
し
て
い
る
学
校
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

奨
学
金
貸
付
制
度
に
つ
い
て

※

今
回
よ
り
書
類
配
布
・
受
付
期

間
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
教
育

法
に
基
づ
く
高
等
学
校
、
高
等
専

門
学
校
、
大
学
等
に
入
学
ま
た
は

在
学
す
る
学
力
優
秀
な
生
徒
を
対

象
に
奨
学
金
貸
与
者
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。

奨
学
金　

　

大
学（
短
大
含
む
）　

　
　
　

年
額
２
４
０
，０
０
０
円

　

高
校　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

年
額　

９
６
，０
０
０
円

書
類
配
布
期
間

　

平
成
23
年
３
月
１
日
か
ら
４
月

８
日
ま
で
の
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分
（
土
・
日
曜
日
及
び

祝
日
を
除
く
）

受
付
期
間

　

平
成
23
年
３
月
15
日
か
ら
４
月

15
日
ま
で
の
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分
（
土
・
日
曜
日
及
び

祝
日
を
除
く
）

提
出
書
類
　（
各
１
通
）

①
奨
学
金
希
望
申
込
書　
　
　
　

②
奨
学
金
希
望
者
推
薦
調
査
票

③
家
庭
状
況
調
書　
　
　
　
　
　

④
身
体
検
査
書
ま
た
は
健
康
診
断
書

⑤
戸
籍
謄
本　
　
　
　
　
　
　
　

⑥
住
民
票
個
人
の
写
し

⑦
学
校
合
格
証
明
書
ま
た
は
在
学

証
明
書　
　
　

⑧
貸
与
希
望
理
由
書

※
貸
与
の
決
定
は
選
考
委
員
会
で

行
い
ま
す
。な
お
、
保
護
者
の
所
得

制
限
等
の
条
件
が
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
本
庁
学
校
教
育
課

℡（
32
）３
９
１
４

教
育
委
員
会
紀
伊
長
島
総
合
支
所

教
育
室

℡（
47
）１
１
１
１

教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

東長島公民館臨時職員募集

東長島公民館管理人
職種及び採用予定人員　管理人　２名
応募資格
　紀北町内に居住し、普通自動車免許を所有し心身共に
健全な方で、基礎的なパソコン操作（ワード・エクセル等）
ができる方
勤務条件
　週4日（火曜日～金曜日）午前8時30分～午後5時15分
　ただし、イベントの内容により臨時の出勤がある。
採用後の必須条件
①音響・照明機器の基本的な操作をマスターすること
②公民館敷地内の清掃・花木等の管理作業等
雇用期間
　採用日から6ヵ月更新とし、勤務成績により最大 5年
間を限度とする。
応募期間
　２月２日（水）～２月 18日（金）
　午前８時 30分～午後５時 15分

　（ただし、土・日曜日及び祝日は除く）
提出書類（各１通）
①申込書（教育委員会本庁生涯学習課、紀伊長島総合支  
　所教育室で交付）
②履歴書（市販のものに横書き、自筆、写真貼付）
③健康診断書
④普通自動車免許証の写し
試験日及び場所
　2月 25日（金）
　受付：午前 9時～　試験：午前 9時 30分～
　紀伊長島総合支所３階会議室
試験の内容　　作文（800 字程度）、面接試験
合格者の発表　決定後本人に郵送にて通知
福利厚生
雇用保険・健康保険・厚生年金保険への加入
賃金及び退職年齢等
紀北町臨時的に任用する職員の就業規程に準ずる。

【問い合わせ・書類提出先】
教育委員会本庁生涯学習課　　℡32-3915
紀伊長島総合支所教育室　　　℡47-1111

【採用予定年月日】
平成23年4月1日



紀北町嘱託職員等募集

事務補助員
職種及び採用予定人員　
　事務補助員　2名
応募資格
 ・紀北町内に居住し、普通自動車免許を所有または取得
　見込みで、心身共に健全な方
 ・基礎的なパソコン操作（ワード・エクセル等）ができる方
 ・明るく丁寧に対応できる方
雇用期間　
　採用日から 1 年更新とし、勤務成績により最初に任用
した年度末から起算して４年を経過するまで。
応募期間
　2月1日（火）～18日（金）
　午前8時30分～午後5時
　（ただし、土・日曜日及び祝日は除く）

提出書類（各 1通）
①申込書兼履歴書（本庁総務課職員係及び紀伊長島総合
　支所総務室で交付）
②健康診断書様式（本庁総務課職員係及び紀伊長島総合
　支所総務室で交付）
　※健康診断は、指定様式において必ず受診すること
③普通自動車運転免許証の写し
試験日及び場所
　2月 24日（木）午前 9時～
　紀北町役場別館 3階大会議室
試験の内容　教養試験、面接試験
勤務先　紀北町役場本庁・海山リサイクルセンター
合格者の発表　決定後本人に郵送にて通知
賃金等　紀北町に勤務する嘱託職員に関する規程に準ずる。

リサイクルセンター臨時清掃作業員等
職種及び採用予定人員　
　リサイクルセンター臨時清掃作業員　　　　　4名
　環境衛生センター臨時清掃作業員　　　　　　１名　
　海山リサイクルセンターＲＤＦ等運搬運転手　１名
応募資格　
 　紀北町内に居住し、年齢満 65 歳未満（平成 23 年 4
月 1 日現在）で普通自動車免許を所有し、心身共に健全
な方。また、環境衛生センター清掃作業員については、
フォークリフト運転技能講習修了証取得者。
　海山リサイクルセンターＲＤＦ等運搬運転手について
は、大型自動車免許所有者。
応募期間
　2月1日（火）～18日（金）
　午前8時30分～午後5時
　（ただし、土・日曜日及び祝日は除く）
提出書類（各１通）
①申込書兼履歴書（本庁総務課職員係及び紀伊長島総合

　支所総務室で交付）
②健康診断書様式（本庁総務課職員係及び紀伊長島総合
　支所総務室で交付）
　※健康診断は、指定様式において必ず受診すること
③普通自動車運転免許証の写し
④フォークリフト運転技能講習修了証の写し（環境衛生
　センター臨時清掃作業員のみ）
⑤大型自動車運転免許証の写し（海山リサイクルセンター
　ＲＤＦ等運搬運転手のみ）
試験日及び場所　　
　2月 24日（木）午前 9時～
　紀北町役場別館 3階大会議室
試験の内容　　教養試験、面接試験
合格者の発表　決定後本人に郵送にて通知
【業務内容等の問い合わせ】
本庁環境管理課廃棄物対策係　℡32-3911

老人ホーム赤羽寮嘱託職員
職種及び採用予定人員
　調理員　1名　介護員　1名
応募資格　
 ・調理員…紀北町内に居住し、普通自動車免許を所有ま
　　　　　たは取得見込みで、心身共に健全な方
 ・介護員…上記に加え、明るく丁寧に高齢者に接するこ
　　　　　とができる方で、夜間勤務が可能な方
雇用期間
　採用日から 1 年更新とし、勤務成績により雇用期間を
延長する。
応募期間
　2月１日（火）～ 18日（金）
　午前 8時 30分～午後 5時
　（ただし、土・日曜日及び祝日は除く）
提出書類（各１通）
①申込書兼履歴書（本庁総務課職員係及び紀伊長島総合

　支所総務室で交付）
②健康診断書様式（本庁総務課職員係及び紀伊長島総合
　支所総務室で交付）
　※健康診断は、指定様式において必ず受診すること
③普通自動車運転免許証の写し
試験日及び場所 　
　2月 24日（木）午前 9時～
　紀北町役場別館 3階大会議室
試験の内容　　教養試験、面接試験
勤務先　　　　老人ホーム赤羽寮（紀伊長島区島原）
合格者の発表　決定後本人に郵送にて通知
賃金及び退職年齢等
　老人ホーム赤羽寮に勤務する嘱託職員に関する規程に
準ずる。
【業務内容等の問い合わせ】
老人ホーム赤羽寮　℡47-1830

【問い合わせ・書類提出先】
本庁総務課職員係　　℡32-3901

【採用予定年月日】
平成23年4月1日

広報きほく2011年２月号7
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平成22年度紀北町議会議員管外視察平成22年度紀北町議会議員管外視察

ア・ラ・小布施での研修風景 みのわ温泉ながたの湯での研修風景

　平成22年度の議員管外研修視察は、長野県南部の上伊那郡箕輪町、北部の上高井郡小
布施町、それに上水内郡飯綱町が選ばれました。選定のポイントとなったのは、現在本
町議会が取り組んでいる「議会改革」の先進的な議会、それに高速道路延伸を控えて地
域おこしの取り組み、町営温泉の運営、町会計におけるバランスシート採用事例などの
調査をテーマにし、全議員で協議を行い決定しました。
　７月13日から15日の２泊３日の行程で、議員20人のうち４人が不参加でした。議会事
務局職員３人のほか、企画課長と財政課長が同行し、総勢21人で、全行程とも貸し切り
バスを使用しての視察となりました。

　

箕
輪
町
は
、
信
州
諏
訪
湖
の
南

方
に
位
置
し
、
東
に
天
竜
川
や
南

ア
ル
プ
ス
、
西
は
広
大
な
田
園
畑

地
に
続
く
中
央
ア
ル
プ
ス
を
望
め

る
、
水
と
空
気
も
き
れ
い
な
田
園

工
業
都
市
と
し
て
発
展
し
て
い
る

町
で
す
。

　

研
修
視
察
の
初
日
は
、
箕
輪
町

に
訪
問
し
ま
し
た
。
目
的
は
「
み

の
わ
振
興
公
社
（
箕
輪
町
長
が
社

長
）
」
が
運
営
す
る
「
み
の
わ
温

泉
な
が
た
の
湯
」
の
経
営
実
態
調

査
で
す
。
予
定
で
は
、
現
場
担
当

者
か
ら
説
明
を
受
け
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
永
岡
文
武

副
町
長
も
出
席
さ
れ
、
同
町
の
町

政
全
体
に
つ
い
て
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

平
澤
豊
満
町
長
は
、
情
報
関
連

機
器
の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
で
あ
る

セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン
社
出
身
で
、

副
町
長
の
二
人
制
を
し
い
て
い
ま

す
。
町
職
員
出
身
の
桑
澤
副
町
長

が
行
政
全
般
の
事
務
事
業
を
統
括

し
、
一
方
、
情
報
関
連
・
医
療
機

器
の
メ
ー
カ
ー
・
オ
リ
ン
パ
ス
社

か
ら
登
用
さ
れ
た
永
岡
副
町
長

は
、
地
域
お
こ
し
、
特
に
企
業
誘

致
を
担
当
し
て
、
企
業
時
代
の
人

脈
を
活
用
し
数
多
く
の
誘
致
に
成

功
し
て
い
ま
す
。
人
口
は
年
々
増

加
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
そ
の
一

方
で
、
平
成
20
年
度
の
一
般
会
計

決
算
は
90
億
円
で
本
町
と
ほ
ぼ
同

規
模
で
す
。
た
だ
、
町
税
が
収
入

の
４
割
を
超
え
、
人
件
費
の
２
・

３
倍
に
達
す
る
と
こ
ろ
が
、
本
町

と
の
根
本
的
な
違
い
で
す
。
税
収

の
裏
付
け
と
な
る
製
造
出
荷
額
は

１
，
６
０
０
億
円
に
も
及
び
、
事

業
所
数
は
機
械
、
精
密
、
電
子
、

金
属
、
電
気
、
情
報
産
業
が
４
分

の
３
を
占
め
る
最
先
端
の
工
業
都

市
に
変
化
し
た
町
で
あ
り
、
大
企

業
出
身
の
町
長
・
副
町
長
コ
ン
ビ

に
よ
る
成
果
が
現
れ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

な
が
た
の
湯
の
前
身
は
、
昭
和

43
年
に
町
の
保
養
施
設
と
し
て
整

備
さ
れ
、
昭
和
63
年
に
「
渋
の
湯

な
が
た
荘
」
と
し
て
改
装
さ
れ
営
業

を
開
始
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
隣

接
地
に
新
し
い
温
泉
を
掘
削
し
ま

す
。
平
成
10
年
に
（
株
）
み
の
わ

振
興
公
社
を
設
立
し
「
な
が
た
の

湯
」
の
営
業
を
開
始
。
さ
ら
に
平

成
11
年
に
「
な
が
た
荘
」
と
「
な

が
た
自
然
公
園
」
の
管
理
を
町
か

ら
委
託
さ
れ
ま
す
。
平
成
21
年
度

に
な
が
た
の
湯
の
施
設
を
増
改
築

し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

町
営
温
泉
「
な
が
た
の
湯
」
は

【
長
野
県
箕
輪
町
】

温
泉
施
設
「
な
が
た
の
湯
」

に
つ
い
て
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毎
分
４
２
８
リ
ッ
ト
ル
の
湧
出
量

を
誇
り
、
年
間
利
用
者
数
が
21
万

人
で
、
古
里
温
泉
の
３
倍
強
に
達

し
て
い
ま
す
。
入
湯
税
３
，
４
０

４
万
円
を
納
め
た
上
で
、
株
主
に

黒
字
配
当
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

周
辺
市
町
村
す
べ
て
が
公
営
温
泉

施
設
を
持
つ
競
争
の
中
で
、
好
成

績
を
挙
げ
て
い
る
秘
訣
は
、
徹
底

し
た
企
業
経
営
理
念
に
あ
り
ま
し

た
。
支
配
人
以
下
現
場
の
４
人
の

取
締
役
は
全
員
民
間
出
身
で
、「
赤

字
に
し
な
い
」
こ
と
が
使
命
と
さ

れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。「
食

の
質
は
絶
対
に
落
と
さ
な
い
」「
コ

ス
ト
を
圧
迫
す
る
た
め
に
、
高
い

地
元
食
材
は
使
わ
な
い
」
と
の
考

え
で
、
シ
ル
バ
ー
人
材
の
時
間
給

コ
ス
ト
さ
え
厳
し
い
チ
ェ
ッ
ク
の

対
象
に
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
企

業
出
身
の
ト
ッ
プ
の
も
と
で
、
甘

え
た
経
営
は
許
さ
れ
な
い
よ
う
で

　　

す
。
地
域
の
事
情
は
異
な
り
、
そ

の
ま
ま
受
け
入
れ
が
難
し
い
も
の

も
あ
り
ま
す
が
、
見
習
う
べ
き
点

は
多
い
視
察
で
し
た
。

　

小
布
施
町
は
、
長
野
県
北
部
の

長
野
盆
地
に
位
置
し
、
役
場
を
中

心
に
半
径
２
㎞
の
円
に
ほ
と
ん
ど

の
集
落
が
入
る
小
さ
な
町
で
、
果

樹
栽
培
が
盛
ん
な
農
村
と
し
て
美

し
い
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、
特
色

の
あ
る
風
土
を
活
か
し
、
先
覚
の

残
し
た
文
化
遺
産
を
継
承
、
発
展

さ
せ
「
北
斎
と
栗
の
町
」「
歴
史

と
文
化
の
町
」
と
し
て
全
国
か
ら

注
目
さ
れ
、
近
年
は
「
花
の
町
」

小
布
施
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
加
え
、

年
間
１
２
０
万
人
の
人
が
訪
れ
る

町
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
日
目
に
訪
れ
た
小
布
施
町

は
、
江
戸
期
の
著
名
な
浮
世
絵
師

葛
飾
北
斎
が
滞
在
し
て
、
天
井
絵

や
肉
筆
画
を
多
数
残
し
た
町
と
し

て
知
ら
れ
、
昭
和
51
年
に
建
設
さ

れ
た
「
北
斎
館
」
を
中
心
に
、
民

間
の
力
で
伝
統
的
景
観
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
米
国

人
の
若
い
女
性
セ
ー
ラ
・
カ
ミ
ン

グ
ス
さ
ん
が
、
地
元
の
老
舗
の
桝

　
一
市
村
酒
造
グ
ル
ー
プ
に
勤
務
し

て
、文
化
事
業
を
担
当
し
、ユ
ニ
ー

ク
な
企
画
を
次
々
と
打
ち
出
す
一

方
、
そ
の
情
報
発
信
力
で
小
布
施

の
知
名
度
を
全
国
的
に
押
し
上
げ

た
こ
と
で
有
名
で
す
。

　

議
会
活
性
化
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
は
、
越
議
長
か
ら
説
明
を
受

け
、
質
疑
に
も
応
じ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

平
成
21
年
３
月
ま
で
議
会
活
性

化
特
別
委
員
会
を
設
置
し
議
論
し

た
結
果
、「
政
策
立
案
機
能
の
強

化
」
と
「
議
会
機
能
の
強
化
」
で

調
査
報
告
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　

政
策
立
案
機
能
の
強
化
に
つ
い

て
は
、
委
員
６
人
に
よ
る
政
策
立

案
特
別
委
員
会
を
設
け
、
ま
ず
住

民
の
声
を
積
極
的
に
聞
い
た
中

で
、
政
策
化
し
、
そ
の
内
容
に
つ

い
て
議
会
報
告
会
を
開
催
し
報
告

を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
通

年
議
会
の
実
施
、
町
長
の
反
問
権

導
入
な
ど
多
様
な
議
会
改
革
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
反
問
権
に
つ
い

て
は
、
議
員
の
一
般
質
問
事
前
通

告
は
一
週
間
前
ま
で
に
行
い
、
こ

れ
に
対
し
て
町
長
側
が
反
問
権
を

使
う
場
合
は
、
開
会
ま
で
に
議
会

側
に
通
告
す
る
方
式
を
採
っ
て
い

ま
す
。
な
お
、
議
会
報
告
会
は
図

書
館
で
開
催
す
る
な
ど
、
既
成
の

枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
取
り
組
み
を

続
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
桝

一
市
村
酒
造
本
宅
、
有
名
な
栗
羊

羹
の
老
舗
・
小
布
施
堂
を
中
心
に

し
た
グ
ル
ー
プ
の
和
風
レ
ス
ト
ラ

ン
「
蔵
部
」、
北
斎
館
を
は
じ
め
、

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
な
ど
、
徹
底

し
た
景
観
づ
く
り
に
驚
嘆
し
ま
し

た
。
総
事
業
費
８
億
円
で
、
一
切

の
補
助
金
は
使
わ
な
か
っ
た
そ
う

で
す
。
シ
ー
ズ
ン
外
の
平
日
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
若
者
を
中
心
に
に

ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
入
り
込
み

客
は
年
間
１
２
０
万
人
に
の
ぼ

り
、
し
か
も
リ
ピ
ー
タ
ー
（
再
訪

者
）
が
多
い
の
が
特
徴
だ
そ
う
で

す
。「
観
光
地
づ
く
り
で
は
な
く
、

住
む
人
の
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
」

が
結
果
的
に
、
人
を
引
き
つ
け
て

い
る
好
例
で
す
。

　

プ
チ
ホ
テ
ル
や
ガ
イ
ド
セ
ン

タ
ー
な
ど
を
運
営
す
る
第
三
セ
ク

タ
ー
「
ア
・
ラ
・
小
布
施
」
も
住

民
と
町
の
共
同
出
資
で
、
従
業
員

は
す
べ
て
民
間
人
で
す
。
採
算
性

を
意
識
し
た
低
コ
ス
ト
の
経
営
が

な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

高
速
道
路
延
伸
対
策
が
急
務
の

本
町
で
す
が
、
小
布
施
町
の
例
か

ら
み
て
も
、
地
域
固
有
の
歴
史
や

文
化
を
ベ
ー
ス
に
統
一
し
た
デ
ザ

イ
ン
の
ま
ち
づ
く
り
と
、
優
れ
た

食
の
提
供
が
、
最
後
に
は
勝
ち
抜

け
る
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。
物
ま
ね
で
は
な
い
、
個

性
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
息
長
く

続
け
る
こ
と
、
行
政
に
頼
ら
な
い

　

みのわ温泉ながたの湯

小布施町並み視察

ア・ラ・小布施が経営する「六斎舎（喫茶）」

【
長
野
県
小
布
施
町
】

議
会
活
性
化
に
つ
い
て

地
域
活
性
化（
ま
ち
づ
く
り
）

に
つ
い
て

小布施町役場
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民
間
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る
こ
と

が
必
要
で
す
が
、
本
町
に
も
そ
の

素
地
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

私
た
ち
議
会
人
も
、
若
い
リ
ー

ダ
ー
た
ち
の
後
押
し
に
積
極
的
に

取
り
組
む
必
要
性
を
感
じ
さ
せ
ら

れ
た
視
察
で
し
た
。　
　
　

　

長
野
県
北
部
に
位
置
し
、
西
と

南
は
長
野
市
、
北
は
信
濃
町
、
東

は
中
野
市
に
隣
接
し
て
い
ま
す
。

飯
綱
山
か
ら
斑
尾
山
ま
で
の
穏
や

か
な
丘
陵
地
で
す
。

　

最
終
日
に
訪
問
し
た
飯
綱
町
で

は
、
一
般
的
な
自
治
体
会
計
と
と

も
に
、
企
業
会
計
の
バ
ラ
ン
ス
シ

ー
ト
を
導
入
し
て
、
町
財
政
の
実

態
把
握
に
努
め
て
い
る
状
況
と
議

会
改
革
の
進
行
状
況
を
視
察
し
ま

し
た
。

　

同
町
は
平
成
17
年
に
２
村
が
合

併
し
て
町
制
を
し
き
ま
し
た
。
合

併
市
町
村
に
あ
り
が
ち
な
こ
と
で

す
が
、
合
併
以
前
に
整
備
し
た
公

共
施
設
が
重
複
し
て
多
額
の
債
務

を
抱
え
込
み
、
起
債
残
高
が
２
０

０
億
円
に
も
達
し
た
そ
う
で
す
。

実
質
公
債
費
比
率
は
17
・
７
％
に

も
達
し
、
赤
字
信
号
が
点
灯
し
て

い
る
状
況
だ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

同
じ
く
合
併
町
村
で
、
決
し
て
財

政
が
豊
か
で
な
い
本
町
の
こ
と
を

「
健
全
財
政
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」

と
評
し
た
ほ
ど
で
す
。

　

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
作
成
モ
デ
ル

は
総
務
省
が
定
め
て
お
り
、
長
野

県
で
は
町
村
の
34
・
４
％
が
作
成

し
て
お
り
、
全
国
の
中
で
は
比
較

的
導
入
が
進
ん
で
い
ま
す
。
し
か

し
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
作
成
し

た
も
の
の
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
の

み
掲
載
し
、
議
会
報
告
も
住
民
説

明
も
さ
れ
て
お
ら
ず
、
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
を
活
用
し
て
い
な
い
の
が

実
情
で
し
た
。
一
般
企
業
の
貸
借

対
照
表
に
相
当
す
る
バ
ラ
ン
シ
ー

ト
は
、
公
共
施
設
も
一
定
の
減
価

償
却
を
行
い
、
残
存
価
格
を
資
産

と
し
て
計
上
す
る
な
ど
、
自
治
体

財
政
の
実
態
が
よ
く
わ
か
る
仕
組

み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
本
町
は
ま

だ
導
入
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
町
民

に
財
政
状
況
へ
の
理
解
を
深
め
て

も
ら
う
た
め
に
も
、
早
急
に
作
成

す
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

議
会
改
革
に
つ
い
て
は
、
当
初

か
ら
視
察
事
項
と
し
て
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
寺
島
議
長
か
ら

説
明
を
い
た
だ
き
、
質
疑
を
行
う

な
ど
、
有
意
義
な
意
見
交
換
の
場

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

飯
綱
町
の
議
会
改
革
で
特
筆
す

べ
き
と
こ
ろ
は
、
議
員
自
身
で
編

集
す
る
「
議
会
だ
よ
り
」
の
充
実

ぶ
り
で
す
。
議
会
改
革
を
進
め
る

に
あ
た
っ
て
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
い
、
そ
の
結
果
を
掲
載
し
ま
す
。

一
般
質
問
だ
け
で
な
く
、
討
論
内

容
ま
で
実
名
入
り
で
掲
載
し
て
い

ま
す
。
町
民
の
投
稿
欄
ま
で
あ
り
、

情
報
公
開
に
徹
し
た
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
長
の
反
問
権
を
導
入

し
、
事
前
通
告
な
し
で
議
員
の
質

問
に
対
し
て
、
議
長
の
許
可
で
反

問
で
き
る
と
の
こ
と
で
す
。
町
長

は
た
び
た
び
反
問
権
を
公
使
す
る

そ
う
で
、
議
会
の
議
論
が
活
性
化

し
た
そ
う
で
す
。
さ
ら
に
は
、「
町

民
と
議
会
の
協
働
で
ま
ち
づ
く
り

政
策
策
定
」
を
掲
げ
て
、「
人
口
増

対
策
」
な
ど
３
分
野
の
政
策
研
究

を
進
め
て
お
り
、
町
民
か
ら
政
策

サ
ポ
ー
タ
ー
を
公
募
し
て
い
る
な

ど
、
参
考
に
す
べ
き
こ
と
が
多

か
っ
た
で
す
。

【
議
員
の
感
想
】

　
「
本
町
議
会
で
も
現
在
、
議
会

改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

今
回
の
視
察
で
よ
り
多
く
の
こ
と

が
学
べ
ま
し
た
。
議
会
改
革
や
ま

ち
づ
く
り
に
対
し
、
積
極
的
に
取

り
組
み
、
具
体
的
な
成
果
を
挙
げ

な
け
れ
ば
と
の
感
を
深
く
し
た
も

の
で
し
た
。」

　
「
今
回
の
視
察
に
関
し
て
、
個

人
そ
れ
ぞ
れ
感
じ
方
が
違
っ
て
当

た
り
前
で
あ
り
、
視
察
先
で
の
話

を
ど
う
捉
え
、
自
分
自
身
に
ど
う

取
り
入
れ
る
か
も
、
各
々
の
議
員

の
考
え
方
で
す
。
し
か
し
、
個
人

出
資
は
す
る
も
の
の
、
公
費
を
使

い
視
察
に
来
て
い
る
わ
け
で
す
か

ら
、
視
察
し
た
結
果
を
今
後
の
議

員
活
動
に
ど
う
結
び
つ
け
る
か
が

大
切
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
少
な

く
と
も
、
そ
う
で
き
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。」

　
「
３
町
と
も
、
積
極
的
に
議
会

改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

小
布
施
町
の
よ
う
に
、
伝
統
文
化

を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
と
住
民

自
治
の
発
展
は
今
後
も
手
本
と
す

べ
き
で
す
が
、
議
会
改
革
は
、
飯

綱
町
の
よ
う
に
改
革
項
目
を
定
め
、

取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
だ
と
感
じ

ま
し
た
。
報
告
書
で
は
、
各
施
設
、

議
会
、
町
の
内
容
に
つ
い
て
は
具

体
的
に
触
れ
ず
、
特
徴
点
の
列
記

と
感
想
に
と
ど
め
ま
し
た
が
、
資

料
は
今
後
の
活
動
に
活
か
し
ま

す
。」

　
「
今
回
の
議
員
研
修
視
察
の

テ
ー
マ
は
議
会
の
活
性
化
、
地
域

の
活
性
化
、
財
政
の
決
算
で
あ
り
、

大
変
有
意
義
な
も
の
で
あ
り
、
今

後
の
議
会
活
動
に
つ
な
げ
た
い
も

の
で
す
。
ま
た
、
議
員
と
し
て
の

資
質
の
向
上
が
ま
ず
必
要
だ
と
深

く
受
け
止
め
ま
し
た
。」

　
「
小
布
施
町
の
観
光
と
ま
ち
づ

く
り
で
は
、行
政
に
頼
ら
ず
、人
々

を
リ
ー
ド
で
き
る
人
材
、
す
な
わ

ち
金
を
出
し
、
知
恵
を
出
し
、
力

を
出
す
。
そ
ん
な
人
材
が
町
の
活

性
化
に
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。」

　
「
今
回
の
視
察
で
最
も
感
じ
た

こ
と
は
、
住
民
自
治
、
地
方
自
治

が
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
、
地
域

づ
く
り
も
議
会
改
革
も
進
ん
で
い

る
こ
と
で
し
た
。
私
た
ち
も
原
点

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
な
け
れ
ば
本
当

の
ま
ち
づ
く
り
も
議
会
改
革
も
進

ま
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

し
た
。」

飯綱町役場

【
長
野
県
飯
綱
町
】

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
に
つ
い
て
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紀
伊
長
島
区
内
の
７
公
民
館
の

講
座
、
サ
ー
ク
ル
活
動
の
成
果
発

表
の
場
と
し
て
、
公
民
館
連
絡
協

議
会
と
教
育
委
員
会
の
共
催
に
よ

り
、
合
同
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

２
月
12
日
（
土
）

午
前
９
時
〜
午
後
８
時

２
月
13
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

場
所　

東
長
島
公
民
館
１
Ｆ
ホ
ー

ル
及
び
ロ
ビ
ー

　　

開
催
初
日
に
「
い
き
い
き
子
ど

も
学
園
」
の
児
童
に
よ
る
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
ベ
ル
演
奏
を
行
い
ま
す
。

演
奏
時
間　

２
月
12
日
（
土
）

午
前
10
時
30
分
〜
（
10
分
程
度
）

問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
紀
伊
長
島
総
合
支
所

教
育
室

℡（
47
）
１
１
１
１

（
内
線
２
１
３
）

「第 20 回マンドロ陶芸作品展」のお知らせ
日時　２月12日（土）・13日（日）
　　　午前９時～午後５時
　　　（13日は午後４時まで）
場所　ふれあい広場マンドロ

問い合わせ　
ふれあい広場マンドロ　
℡47-1081

町民センター図書室から

「あんじゅう　三島屋
変調百物語事続」
　　　　　 / 宮部みゆき 

「ぶたさんちのゆきの
ひ」/板橋敦子

「きんぎょがにげた」/五味太郎 
「ストーブのふゆやすみ」
　　　　　　　　　 　 /村上しいこ
「こども地震サバイバルマニュアル」
　　　　　　　　　　　　/国崎信江
「ルルとララのしあわせマシュマロ」
　　　　　　　　　/あんびるやすこ
「赤ちゃんが元気に育つ１００の離乳
食」/長澤池早子 
「可愛い手作り友チョコ＆プチスイー
ツ」/大瀬由生子
「病気の魔女と薬の魔女　ローズと魔
法の地図」/岡田晴恵 
「ぷるるんっ！しずくちゃん　たのし
いクイズ」/ 学習研究社
※借りた本は必ず返してください。
☆あかちゃんの時からお母さんの膝
で絵本を！

児童図書館から

新刊案内「図書名」/著者名

「ネバーランド」
              / 藤野千夜

多目的会館図書室から

図書館だより図書館だより （２月の新刊案内）

「武士の家計簿」/磯田道史
「うつな気分が治る食べ物、生き方」
　　　　　　　　　　　  / 石原結實
「ゴーストハント１　旧校舎怪談」               
　　　　　　　　　　  / 小野不由美
「ＫＡＧＥＲＯＵ」/齋藤智裕
「はなまるマーケット　プレミアム
レシピ」/ＴＢＳテレビ「はなまるマー
ケット」製作
「そして五人がいなくなる名探偵夢
水清志郎事件ノート」
　　　　　　　　  / はやみねかおる
「別冊Ｓｉｍｐｌｅ　カフェ日和。
（三重のカフェ１４４軒掲載）」/ゼロ
「ゲゲゲの人生　わが道を行く」
　　　　　　　　　　  / 水木しげる
「孤舟」/渡辺淳一
「聖夜」/佐藤多佳子
※延滞されている方は至急ご返却く
ださい。

【一般図書】
「かたちだけの愛」/平野啓一郎
「モルフェウスの領域」/海堂尊
「やぶへび」/大沢在昌
「天使の報酬」/真保裕一
「奇縁まんだら　続の二」 /瀬戸内寂聴 
「どんぐり姉妹」/よしもとばなな
「宇宙は何でできているのか」 /村山斉
【児童図書】
「バムとケロのもりのこや」 /島田ゆか
「かいけつゾロリのだ・だ・だ・だい
ぼうけん！ (前・後）/原ゆたか
「ふたりのサンドウィッチ」
/ラーニア･アル･アブドッラー
「はねーるのたんじょうび」/村山桂子
「うさぎちゃん　ともだちできた」  
　　　　　　　　　/きむらゆういち
〈雑誌リサイクルのお知らせ〉
　2 月 26 日より不用となった雑誌を
無料配布いたします。対象雑誌は主
に平成 21 年 1 月～ 12 月の NHK テ
レビテキスト・サライ・オレンジペー
ジなどです。お一人様 3 冊まででお
願いします。取り置きや予約は行い
ません。雑誌がなくなり次第終了し
ます。

新刊案内「図書名」/著者名 新刊案内「図書名」/著者名

紀
伊
長
島
区
公
民
館

　
　
　
　
合
同
作
品
展

「よみきかせの会」（児童図書館） ２月 12 日（土）13:30 ～

※よみきかせの会では、来てくれた子たちの年齢に合わせた

絵本や紙芝居を読んでいます。
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新春恒例の行事
　1 月 1 日から紀北町内では、船津地区の伝統行事よそ
の餅、相賀地区の八幡祭、長島地区の弓の祷や船だん
じり等様々な新春恒例の行事が行われ、五穀豊穣、大
漁祈願、家内安全、記録更新などを祈願しました。
　また、9 日の成人式には、参加者の皆さんは大人とし
ての決意を新たにしました。

1月

日
時　

２
月
20
日
（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

大
田
賀
Ｆ
Ｓ
Ｃ
の
森

内
容　

音
の
か
け
ら
は
、
鉄
を
素

材
と
し
た
形
と
音
の
世
界
で
す
。

鉄
を
「
溶
断
」
し
、
様
々
な
形
と

大
き
さ
に
分
断
し
た
鉄
板
と
「
見

る
、聴
く
、触
れ
る
」
こ
と
で
「
鉄
」

と
い
う
素
材
と
ふ
れ
あ
い
ま
す
。

※

Ｆ
Ｓ
Ｃ
の
森
の
中
で
ミ
ニ
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
も
あ
り
ま
す
。

講
師　

金
沢
健
一
氏
（
東
京
芸
術

大
学
美
術
学
部
大
学
院
美
術
研
究

科
修
了
）

　
「
音
の
か
け
ら
」
等
の
鉄
の
彫

刻
作
品
シ
リ
ー
ズ
で
知
ら
れ
る
彫

刻
家
。

募
集
人
員　

小
学
４
年
生
以
上
20

名
（
先
着
順
）

参
加
費　

５
０
０
円
（
昼
食
、
保

険
料
金
含
む
）

主
催　

東
京
藝
術
大
学
も
の
づ
く

り
実
行
委
員
会
・
紀
北
町

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み　

本
庁
企
画
課
企
画
係　

℡（
32
）
３
９
０
３

（
平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
）

日
時　

２
月
22
日
（
火
）
〜
３
月

３
日
（
木
） 

午
前
９
時
〜
午
後
５

時
（
た
だ
し
３
月
３
日
は
午
後
３

時
ま
で
／
月
曜
日
は
休
館
）

場
所　

海
山
公
民
館
ロ
ビ
ー

作
品　

東
京
藝
術
大
学
鍛
金
研
究

室
の
教
員
・
学
生
に
よ
る
作
品
と

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
作
品
「
音
の

か
け
ら
」

鍛
金
と
は
・
・
・
工
芸
技
法
の
一
種
。

金
属
の
展
延
性
・
収
縮
性
を
利
用

し
て
様
々
な
作
品
を
つ
く
る
技
法

で
あ
り
、
人
類
の
金
属
利
用
の
最

古
の
金
属
成
形
技
法
で
す
。      

主
催　

東
京
藝
術
大
学
も
の
づ
く

り
実
行
委
員
会
・
紀
北
町

問
い
合
わ
せ　

本
庁
企
画
課
企
画
係　

℡（
32
）
３
９
０
３

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
音
の
か
け
ら
を

つ
く
ろ
う
」

　
　
　参
加
者
募
集
！

鍛
金
展

―

金
属
ア
ー
ト
と
音

　の
か
け
ら
た
ち―



長
　
島
　
宮
原
　
　
修
　

長
　
島
　
西
村
　
敏
一

古
　
里
　
垣
内
　
元
宏
　

東
長
島
　
奥
野
み
や
代
　

東
長
島
　
向
井
　
孝
弘
　

古
　
里
　
大
西
　
孝
市
　

東
長
島
　
村
口
　
徳
治
　

中
　
里
　
津
田
　
久
登
　

相
　
賀
　
山
岡
　
訓
子
　

尾
鷲
キ
リ
ス
ト
教
会

（
は
ま
ゆ
う
文
庫
図
書
購
入
費
）

手
づ
く
り
工
房
・
ワ
ー
イ
ワ
イ

代
表
　
井
谷
三
枝
子

消防・警察だより
【平成22年12月1日～31日受付分】

お誕生おめでとう

ごめい福を祈ります

救急休日在宅当番表

五
万
円

一
万
七
三
〇
三
円

三
万
円

十
万
円

十
万
円

三
万
円

五
千
円

三
万
円

十
万
円

　
五
千
円

二
万
円

（
紀
北
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

善
意
を
あ
り
が
と
う

火災・救急発生状況

免許証の住所が紀伊長島区の方のみ

２月の免許更新日（８日・22日）
受 付 時 間   9 時 ～14時 /優良・一般   15時 ～16時
※問い合わせは尾鷲警察署交通課免許係（TEL  25-0110)までお電話ください。

（12月末現在）

交通事故発生状況（12月末現在）

警察だより

消防だより

(　)は前年比

火 

災

１,８０８(－２６)１,１４０(－４)

２６４(－９)

１４４(－４７) ３０３(＋２３) ２２１(＋２)

３８８(－３３) ３０(－１６) ６３(－５) ３１(－３)

その他

４６１(＋２９) ２９５(＋３６) ４１(－２０) ６９(＋１３) ５６(±０)

１(－２) ０(±０) ０(±０） ６(＋１）

総件数 急　病 交通事故 一般負傷

２(＋１）
海 山 区 ２(－５) １(－３) ０(±０) ０(－１) ０(±０) ０(±０） １(－１）

船　舶 航空機 その他
紀伊長島区 ８(＋３) ５(＋２) ０(±０) １(±０) ０(±０) ０(±０）

総件数 建　物 林　野 車　両

組合管内１５(－７) ８(－６) ０(±０)
 

救 

急

※組合管内は、三
　重紀北消防組合
　管内の件数

(　)は前年比

海 山 区

紀伊長島区

組合管内

三 重 県 内 ６３，３０５
(＋３，０３３）

１１，２７５
(－９７）

１２５
(＋１６）

１４，８７２
(－２５４）

５２，０３０
(＋３，１３０）

尾鷲署管内 ９０９ (＋３２）１７３  (－１２） ２ (－３） ２４４(－１３）７３６(＋４４）

紀 北 町 ４４１(＋１７） ８０ (－２３） ０  (－４） １２１(－３８）３６１(＋４０）

交通事故総件数人身事故件数 死 者 数 負 傷 者 数物損事故件数

戸籍の窓

受診する前に電話で連絡してください。時間は9時～17時です。変更がある場合
がありますのでご注意ください。

月日 尾　　鷲

きば内科クリニック

玉 置 眼 科

尾 辻 医 院
かとう小児科
上 里 診 療 所
木 ノ 内 医 院
世古口クリニック

2/6
2/11
2/13
2/20
2/27

曜日

日
金
日
日
日

電　　話 紀　　北 電　　話

（救急医療情報システム TEL 22-1199）

47 - 0890
47 - 3341
33 - 1100
47 - 4346
32 - 1188

22 - 3535

22 - 5611

住　所　  子の名前　  保護者

東長島　 増井　絢香　　 健

東長島　 西　　舞尋　　 金春

長　島　 大橋　　杏　　 拓馬

相　賀　 野中　彩芭　　 俊英

船　津　 疇地　麻央　　 秀和

住　所　　 氏　　名　　（年齢）

東長島　  向井　保文　  （80歳）

東長島　  向井みのり　  （78歳）

長　島　  東　　末男　  （85歳）

長　島　  石　　道代　  （77歳）

島　原　  　﨑　さつ　  （87歳）

海　野　  井谷　　寛　  （86歳）

三　浦　  中野　　音　  （92歳）

古　里　  大西總一郎　  （83歳）

東長島　  村口　よね　  （81歳）

長　島　  長井よ志ゑ　  （90歳）

東長島　  野村ひさみ　  （83歳）

東長島　  髙須　政子　  （90歳）

東長島　  大西　政行　  （70歳）

十　須　  中村　次生　  （61歳）

長　島　  浦　かぎ子　  （87歳）

長　島　  東　　　篤　  （76歳）

東長島　  小　　せつ　  （95歳）

東長島　  東　ちづゑ　  （93歳）

長　島　  世古　純雄　  （59歳）

中　里　  津田　すみ　  （95歳）

島勝浦　  三宅　豊治　  （76歳）

上　里　  　村　陽子　  （56歳）

上　里　  山村　熊夫　  （99歳）

相　賀　  疇地　則且　  （51歳）

相　賀　  家崎　春雄　  （90歳）

船　津　  伊藤みさを　  （90歳）

引本浦　  山口　江い　  （90歳）

小山浦　  原　　實雄　  （92歳）

広報きほく2011年２月号13
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早めに専門家に相談す
るよう促す

こころの病気の兆候が
あれば、本人に理解の
ある家族、友人など
キーパーソンと連携し
て、専門家への相談に
つなげましょう。

温かく寄り添いなが
ら、じっくりと見守る

自然に対応するととも
に、体やこころの健康
状態について配慮し、
優しく見守りましょ
う。必要に応じて主治
医に情報を提供しま
しょう。

かけがえのない命をみんなで守ろう【最終回】かけがえのない命をみんなで守ろう【最終回】かけがえのない命をみんなで守ろう【最終回】

自殺予防のための行動 ～３つのポイント～

　全国の自殺者数は、平成 10 年以降、12 年連続して３万人を超える高い水準で
推移し、大きな社会問題となっています。こうした自殺をめぐる厳しい情勢を踏まえ、
様々な悩みや問題を抱えた人々に届く「当事者本位」の施策の展開ができるよう、
政府全体の意識を改革し、一丸となって自殺対策の緊急的な強化を図るため、平成 22 年 2 月、国の自殺総
合対策会議において、「いのちを守る自殺対策緊急プラン」が決定されました。
　この中で、例年、月別自殺者数の最も多い３月を「自殺対策強化月間」と定め、地方公共団体、関係団体
等とも連携して、重点的に広報啓発活動を展開するとともに、関係施策を強力に推進する月間としています。
　強化月間中は各地区で自殺対策に関するシンポジウムや街頭キャンペーン等様々な催しが開催されます。
皆さん是非参加していただき、自殺に対する基本的な認識のもと、一人一人のたったひとつしかない命をな
くすことのないよう、地域みんなで支えあいましょう。

　平成 22 年度最後の乳がん検診、子宮頸がん検

診が 2 月 9 日にあります。まだ少し空きがありま

すので、和暦で奇数年生まれの方、又は今年度、

女性特有のがん検診事業の対象者で、まだ無料

クーポン券を使用していない方は、ぜひ申し込ん

で受診してください。

乳がん検診・子宮頸がん検診のご案内

【問い合わせ】　本庁福祉保健課地域保健係　℡32-3912

～ 3月１日から 3月 31 日は自殺対策強化月間です～

 2 月 9 日（水）　
新田多目的集会施設  10：00 ～ 11：30（ 乳がん検診（マンモグラフィ））
島勝浦集会所 　　　 13：30 ～ 15：00（ 乳がん検診（マンモグラフィ）・子宮頸がん検診）

女性特有のがん検診対象の方は、
医療機関でも受けられます。郵送
しました案内書を読み、お早めに
受診してください。紛失された方
は、お問い合わせください。

周りの人の悩みに気づ
き、耳を傾ける

家族や仲間の変化に敏
感になりましょう。
じっくりと話を聞く場
をもち、相手の気持ち
を尊重して共感しま
しょう。

自殺死亡率が大変高い
この東紀州地域の問題
について、９月からシ
リーズで自殺対策に関
する情報を掲載してき
たこのコーナーも今回
が最終回となりました。

内閣府自殺対策推進室資料より
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おやこサークル

たんぽぽ
2 月 1、8、15、22 日（※毎週火曜日）
老人福祉センターにお問い合わせくだ
さい。（℡32-3912）
時間は 10：00 ～ 11：30 です。

【 日 程 】
【 場 所 】

プチ・キッズ
2 月 2、9、16、23 日（※毎週水曜日）
保健センター（℡47-4750）
時間は 10：00 ～ 11：30 です。

【 日 程 】
【 場 所 】

集まった方同士、遊んだり、話をしています。
お気軽にお越しください。

★

お知らせお知らせ

3 歳 6 ヵ月児健康診査

２月 10日（木）老人福祉センター

9：00 ～ 9：45
H19.5.16 ～ H19.8.10 生まれのお子さん

老人福祉センター（℡32-3912）

【 時 間 】
【対 象 者】

【問い合わせ】

対象者には、通知書を郵送します。通知書が届かな
い方はご連絡ください。

★

感染症情報（12 月 20 日～ 1月 9日分）

紀北地区の感染症の動向をお知らせします。
※詳しくは「三重県感染症情報センター」のホーム―ページ
(http://www.kenkou.pref.mie.jp/kansenmenu.htm) をご覧ください。

0
5
10
15
20
25
30
35
40

感
染
性

胃
腸
炎

Ａ
群
溶

レ
ン
菌

咽
頭
炎

12/20～12/26

12/27 ～ 1/2

1/3 ～ 1/9

水
痘

イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ

伝
染
性

紅
斑

（人）

一般健康相談（血圧 ・ 尿検査等）
　２月  ２日 ( 水 )
　船 津 集 会 所・・・・・
　新田多目的集会施設・・・・・
　東 長 島 公 民 館・・・・・
２月  ３日 ( 木 )
　白 浦 集 会 所・・・・・
　島勝漁村センター  ・・・・・
２月  ４日 ( 金 )
　便ノ山多目的集会施設・・・・・
　木 津 集 会 所・・・・・
２月  ９日 ( 水 )
　馬瀬多目的集会施設・・・・・
　河 内 区 民 会 館・・・・・
　保 健 セ ン タ ー・・・・・
２月16 日 ( 水 )
　赤 羽 出 張 所・・・・・
　此 ヶ 野 公 民 館・・・・・
２月23 日 ( 水 )
　下 地 公 民 館・・・・・
　志 子 奥 集 会 所・・・・・  
２月25 日 ( 金 )
　小 山 浦 集 会 所・・・・・
　引 本 公 民 館・・・・・
３月  ２日 ( 水 )
　船 津 集 会 所・・・・・
　新田多目的集会施設・・・・・
　東 長 島 公 民 館・・・・・
３月  ３日 ( 木 )
　白 浦 集 会 所・・・・・
　島勝漁村センター  ・・・・・
３月  ４日 ( 金 )
　便ノ山多目的集会施設・・・・・
　木 津 集 会 所・・・・・

  9： 3 0 ～ 1 0： 3 0
1 0： 4 5 ～ 1 1： 1 5
1 0： 0 0 ～ 1 1： 0 0

  9 ： 3 0 ～ 1 0： 1 0
1 0： 2 5 ～ 1 0： 5 5

  9 ： 3 0 ～ 1 0： 0 0
1 0： 1 5 ～ 1 0： 4 5

  9 ： 3 0 ～ 1 0： 0 0
1 0： 1 5 ～ 1 0： 4 5
1 0： 0 0 ～ 1 1： 0 0

  9 ： 3 0 ～ 1 0： 1 5
1 0： 3 0 ～ 1 1： 0 0

1 3： 3 0 ～ 1 4： 0 0
1 4： 1 5 ～ 1 5： 4 5

1 3： 3 0 ～ 1 4： 0 0
1 4： 3 0 ～ 1 5： 0 0

  9 ： 3 0 ～ 1 0： 3 0
1 0： 4 5 ～ 1 1： 1 5
1 0： 0 0 ～ 1 1： 0 0

  9 ： 3 0 ～ 1 0： 1 0
1 0： 2 5 ～ 1 0： 5 5

  9 ： 3 0 ～ 1 0： 0 0
1 0： 1 5 ～ 1 0： 4 5

赤ちゃん相談＆おやこ広場

２月 14日 ( 月 )　老人福祉センター
２月 18日 ( 金 )　保健センター

10：00 ～ 11：30
母子健康手帳

【 時 間 】
【持 ち 物】

☆受診人数 ： １９人

☆むし歯がなかったお子さん ：  １２人（６３％）　

12 月に実施した 3 歳児健診で

むし歯がなかったお子さんを紹介します

湯
浅
　
心
愛
ち
ゃ
ん

牧
野
　
か
な
子
ち
ゃ
ん

高
瀬
　
将
く
ん

梅
谷
　
和
来
ち
ゃ
ん

宮
地
　
莉
々
華
ち
ゃ
ん

吉
良
　
芽
耶
ち
ゃ
ん

奥
川
　
夢
叶
く
ん

西
桐
　
智
也
く
ん

鈴
木
　
奏
ち
ゃ
ん

石
倉
　
羽
琉
く
ん

奥
田
　
遼
太
く
ん

脇
　
　
京
太
郎
く
ん

２月９日（水）保健センター
13：30 ～ 15：00
糖尿病や高血圧などの生活習慣病で注意
が必要といわれている方、治療中の方等。
2 ／ 7（月）までに老人福祉センターへお
申し込みください。（℡32-3912）

【 時 間 】
【対 象 者】

【申し込み】

個別健康相談 (糖尿病 ・高血圧 ・高脂血症等 )

インフルエンザ予防接種費助成

非課税世帯の方は、自己負担金の助成がありま

す。役場及び出張所窓口で返金手続きを行っ

てください。返金手続きに必要なものは、印鑑・

領収書・通帳（申請者と同じ口座名義人）です。

【問い合わせ】　老人福祉センター  ☎ 32-3912
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三
重
県
司
法
書
士
会

無
料
相
談
所
開
設

普通救命講習
日時：2 月 9 日（水）午後 1 時～ 4 時
場所：紀伊長島総合支所 3 階会議室

精神保健福祉相談
日時：2 月 28 日（月）
場所：保健センター
※事前予約が必要です。保健センター
までご連絡ください。
℡47-4750

　

こ
れ
か
ら
野
菜
の
栽
培
を
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
方
、
栽
培
を
始

め
た
方
、ま
た
、長
く
栽
培
を
や
っ

て
い
る
方
に
も
わ
か
り
や
す
い
講

習
で
、
野
菜
栽
培
に
つ
い
て
の
質

疑
時
間
も
設
け
て
い
ま
す
。

　

参
加
費
は
無
料
で
す
。
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
６
日
（
日
）

○
野
菜
栽
培
講
習　

　

午
前
10
時
〜
11
時
20
分

○
野
菜
栽
培
に
つ
い
て
の
質
問　

　

午
前
11
時
20
分
〜
正
午

場
所　

海
山
公
民
館
会
議
室

講
師　

紀
州
地
域
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
職
員

問
い
合
わ
せ

紀
北
農
業
者
の
会
・
藤
原

℡
０
８
０（
６
９
７
０
）３
６
２
２   

　　

総
務
省
で
は
、
経
済
的
な
理
由

で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
ま
だ
視

聴
で
き
な
い
低
所
得
世
帯
に
対
し

て
、
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

対
象
は
、

①
生
活
保
護
世
帯
な
ど
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ

放
送
受
信
料
が
全
額
免
除
の
世
帯

②
市
町
村
民
税
が
非
課
税
の
世
帯

で
す
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
の
簡

易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー
（
１
台
）
の
無

償
給
付
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

支
援
の
内
容
、
申
し
込
み
方
法

な
ど
は
、
対
象
世
帯
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援

実
施
セ
ン
タ
ー

○
放
送
受
信
料
全
額
免
除
世
帯
へ

の
支
援

℡（
０
５
７
０
）
０
３
３
８
４
０

○
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
へ
の

支
援

℡（
０
５
７
０
）
０
２
３
７
２
４

　

中
山
間
地
域
の
農
業
の
可
能
性

と
特
産
品
開
発
に
つ
い
て
、
左
記

の
と
お
り
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

２
月
14
日
（
月
）

　
　
　

午
後
７
時
〜
９
時

場
所　

町
民
セ
ン
タ
ー
１
階
大
会

議
室

対
象　

町
内
の
農
業
関
係
者
、
農

業
に
興
味
を
お
持
ち
の
方

予
定
人
数　

50
名

講
師　

農
業
組
合
法
人
伊
賀
の
里

モ
ク
モ
ク
手
づ
く
り
フ
ァ
ー
ム
社

長
・
木
村
修
氏

内
容　

中
山
間
地
域
に
あ
る
紀
北

町
の
農
業
の
今
後
の
あ
り
方
や
特

産
品
の
開
発
と
６
次
産
業
化
の
可

能
性
に
つ
い
て

問
い
合
わ
せ

本
庁
産
業
振
興
課
農
政
係　

℡（
32
）
３
９
０
５

　

イ
ノ
シ
シ
・
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
狩

猟
期
間
が
、
今
年
度
の
猟
期
か
ら

１
ヵ
月
延
長
さ
れ
、
11
月
15
日
か

ら
３
月
15
日
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
他
の
狩
猟
鳥
獣
の
狩
猟
期

間
は
、
従
来
ど
お
り
11
月
15
日
か

ら
２
月
15
日
ま
で
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

三
重
県
環
境
森
林
部
自
然
環
境
室

℡
０
５
９
（
２
２
４
）
２
５
７
８

　

０
５
９
（
２
２
４
）
２
０
７
０

E-m
ail

：shizenk@
pref.m

ie.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.eco.pref.m

ie.jp/s
hizen/

　

施
設
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
左

記
の
と
お
り
臨
時
休
業
し
ま
す
。

　

ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

日
時　

２
月
７
日(

月) 　

終
日

問
い
合
わ
せ　

き
い
な
が
し
ま
古
里
温
泉　

℡（
49
）
３
０
８
０

　

三
重
県
司
法
書
士
会
紀
州
支
部

で
は
、
左
記
の
日
程
で
無
料
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

日
時　

２
月
19
日
（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　

東
長
島
公
民
館
２
階
会
議

室相
談
内
容　

「
相
続
・
贈
与
・
売
買
な
ど
の
登
記
、

担
保
権
の
設
定
・
抹
消
な
ど
の
登

記
、
会
社
・
組
合
な
ど
の
法
人
の

登
記
、
簡
易
裁
判
所
の
訴
訟
・
民

事
調
停
手
続
き
、
お
金
の
貸
し
借

り
に
関
す
る
問
題
、
そ
の
他
裁
判

所
へ
の
提
出
書
類
作
成
、
自
己
破

産
・
調
停
・
個
人
再
生
手
続
き
、

法
律
扶
助
の
方
法
、
判
断
能
力
の

不
十
分
な
高
齢
者
な
ど
の
財
産
管

理
・
処
分
（
成
年
後
見
）、
検
察

庁
へ
提
出
す
る
告
訴
状
の
作
成
」

な
ど
な
ど
、
町
民
の
方
々
が
抱
え

て
い
る
身
近
な
問
題
。

　

ま
た
、三
重
県
司
法
書
士
会（
津

市
丸
之
内
養
正
町
17
番
17
号
）
で

は
毎
月
左
記
の
日
時
に
常
設
相
談

所
を
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

紀北町のイベントやお知らせなどを掲載しています。

農
業
講
演
会

　
開
催
の
お
し
ら
せ

野
菜
栽
培
講
習
会

　
開
催
の
お
し
ら
せ

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

視
聴
の
た
め
の
低
所

得
世
帯
へ
の
支
援

イ
ノ
シ
シ
・

　
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の

　
　
狩
猟
期
間
延
長

き
い
な
が
し
ま
古
里

温
泉
臨
時
休
業
の

お
し
ら
せ
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紀北町のイベントやお知らせなどを掲載しています。

日
時
　

毎
月
第
１
・
第
２
・
第
３
水
曜
日

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

（
要
予
約
）

毎
月
第
４
土
曜
日

午
後
５
時
30
分
〜
８
時
30
分

（
要
予
約
）

○
一
般
相
談

（
登
記
・
相
続
・
裁
判
手
続
き
な
ど
、

多
重
債
務
以
外
の
相
談
）

相
談
料
金　

一
律
５
，
２
５
０
円

（
１
時
間
以
内
）

○
ク
レ
サ
ラ
相
談

（
多
重
債
務
関
係
の
相
談
）

相
談
料
金　

無
料
（
30
分
以
内
）

問
い
合
わ
せ

三
重
県
司
法
書
士
会
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー

【
相
談
予
約
専
用
】

℡
０
５
９
（
２
２
１
）
５
５
５
３

【
つ
な
が
り
に
く
い
場
合
】

℡
０
５
９
（
２
２
４
）
５
１
７
１

（
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

　

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

土
地
・
相
続
問
題
な
ど
に
つ
い

て
の
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　

な
お
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

※

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
各
会

場
定
員
10
名
で
す
。
前
日
ま
で
に

本
庁
住
民
課
住
民
係
ま
で
予
約
の

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

当
事
者
間
に
係
争
が
あ
る
場

合
、
公
平
性
を
保
つ
た
め
、
双
方

か
ら
の
ご
相
談
は
受
け
か
ね
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

本
庁
住
民
課
住
民
係

℡（
32
）
３
９
０
７

　

行
政
・
人
権
相
談
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

　

行
政
に
対
し
て
の
ご
意
見
や
、

家
庭
や
学
校
、
地
域
社
会
な
ど
で

の
人
権
問
題
に
つ
い
て
の
ご
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。

※

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

本
庁
住
民
課
住
民
係

℡（
32
）
３
９
０
７

日
時　

２
月
20
日
（
日
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
５
時　

　
　
　
（
開
場
は
午
後
１
時
〜
）

場
所　

三
重
県
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
中
ホ
ー
ル
（
津
市
一
身
田
上

津
部
田
１
２
３
４
）

講
演　

自
宅
で
大
往
生―

『
え
え

人
生
や
っ
た
』
と
言
う
た
め
に

〜
地
域
で
生
き
、
地
域
で
逝
く

人
々
を
支
え
る
医
療
・
ケ
ア
〜

講
師　

中
村
伸
一
氏
（
お
お
い
町

国
民
健
康
保
険　

名
田
庄
診
療
所

長
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　
『
わ
が
家
が
一

番
』―

命
を
つ
な
ぐ
バ
ト
ン
を
お

と
さ
な
い
で―

参
加
費　

無
料

定
員　

８
０
０
名

問
い
合
わ
せ

三
重
県
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

連
絡
協
議
会

℡
０
５
９
（
２
２
５
）
１
０
１
０

　

尾
鷲
保
健
所
で
は
「
こ
こ
ろ
の

健
康
相
談
」
を
随
時
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
度
、
よ
り
専
門
的
な
相
談

対
応
を
す
る
た
め
、
精
神
科
医
師

に
よ
る
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
個

人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
必
ず
お
守

り
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

対
象　

こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
す
る

悩
み
や
精
神
的
な
病
気
に
関
す
る

悩
み
を
持
つ
方
、
ご
家
族
の
方

※

現
在
精
神
科
で
通
院
治
療
を
受

け
て
い
な
い
方
に
限
り
ま
す
。

日
時　

３
月
４
日
（
金
）

　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時
30
分

場
所　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

相
談
員　

精
神
科
医
師
（
尾
鷲
診

療
所　

野
嵜（
の
ざ
き
）徹
先
生
）・

保
健
師

相
談
料　

無
料

申
し
込
み
方
法　

予
約
制
（
電
話

連
絡
な
ど
）

申
し
込
み
期
限　

３
月
２
日（
水
）

問
い
合
わ
せ　

尾
鷲
保
健
福
祉
事
務
所
保
健
衛
生

室
健
康
増
進
課
・
林　

℡（
23
）
３
４
２
８

　
（
23
）
３
４
４
９

無
料
法
律
相
談

　
　
　
　（
予
約
制
）

在
宅
を
支
え
る
た
め
に

手
を
つ
な
ご
う

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

行
政
・
人
権
相
談

場
　
所

時
　
間

日
　
程

２
月
15
日
（
火
）

午
前
10
時

　
　
　
　

〜
正
午

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
海
山
区
）

場
　
所

時
　
間

午
後
１
時
30
分

　
　
　

〜
３
時
30
分

社
会
福
祉
会
館

（
紀
伊
長
島
区
）

２
月
15
日
（
火
）

日
　
程

場
　
所

時
　
間

日
　
程

２
月
４
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分

　
　
　
　

〜
４
時

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
海
山
区
）

場
　
所

時
　
間

午
後
１
時
30
分

　
　
　
　

〜
４
時

社
会
福
祉
会
館

（
紀
伊
長
島
区
）

２
月
28
日
（
月
）

日
　
程
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2011.２
N
o.64

（
平
成
23
年
1
月
1
日
現
在
)

■
人
口
：
19,005

人
　
　
■
世
帯
数
：
8,667

世
帯

■
男
：
9,001

人
/女
：
10,004

人

笑顔満１歳

「さわやか笑顔」のコーナーに掲載希望の方は、
誕生月の前月の 10 日までに本庁企画課広報係
までお申し込みください。

　12 月 18 日から 28 日までの 11 日間、長島港で
三重紀北町・年末きいながしま港市が開催されま
した。
　前回よりも 10 ブース多い 77 ブースの出店が並
んだ今回は、県内外から前回よりも 1 万 6,500 人
多い 13 万 8,000 人が訪れ、鮮魚や干物などを買い
求めました。
　また、期間中にはマグロの解体ショーも計 3 回
行われ、大勢の人が列を作って無料で振舞われる
刺身に舌鼓を打ちました。

年末きいながしま港市
12/18
～28

平成2２年２月9日
いつもかわいい笑顔をありがとう。
これからもやんちゃに大きく育ってね。
＜東長島＞和也・直子さん

平成2２年２月20日
パワフルなお姉ちゃんが大好き！　　　
おっとり うーたんです。
＜東長島＞優・由佳利さん  

三鬼 聡太くん
平成2２年２月19日

もぐもぐ そうたん
いっぱい食べてもっともっと大きくなあれ。
＜相賀＞裕史・文香さん

そうた

前田 宗佑くん
そうすけ

宮原 詩ちゃん
うた

宮原 伍輝くん
平成22年２月26日

いつもニコニコいつきくん。　　　　　
いっぱい食べてすくすく育ってね。
＜長島＞奈五・美和さん

いつき
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